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特徴及び仕様
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見積書の入力表示を 「タブ」 で切り替え！！
見積書の表紙 ･ 明細入力 ･

材料集計画面をタブで切り替

えます。

見積明細の入力 ・ 修正は１画面でＯＫ！！

見積書毎に便利なメモ入力ができます。

印刷表題を御見積書や

御請求書等に指定出来ます。

見積作成画面

提出先や単位等の
マスターガイド

ツールバー

材料ガイド

入力項目順を変更したり、 幅を変えたり、

表示する ・ しないの設定もできます。

合計金額は入力 ・ 修正にともない、 瞬時に計算されるので、

合計金額を考慮しながらの入力 ・ 修正が可能です。

左の工事項目名称をクリックすると、 右の入力画面に内訳明細が表示されます。

【見積用項目レイアウト】

【請求用項目レイアウト】

明細入力画面の項目レイアウトを見積書と請求書のそれぞれ別に設定が可能に

例えば、 見積書を作成する時の明細には日付欄は必要ないが、 請求書明細を入力する時には必要で、 逆に請求書

明細入力では歩掛の入力欄は必要ないなど、 見積書用と請求書用に必要な項目を設定できます （初期設定）

レイアウト変更は、 「表紙」 - 「５． 印刷表題」 で見積書にすると見積用レイアウトになり、 請求書にすると請求用レイ

アウトになります。

「保管」 「呼出」 等よく使う

機能をボタンで配置

見積書単位にウインドウ表示

複数の見積書も同時に作成

できます

画面のフォントサイズを指定可
能、 フォントの大きさで画面の大
きさも変更できます。
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便利な材料ガイドを表示
明細入力中に登録されている材料や経費を選択するための多機能ガイド

表示行数 ・ 列数や表示場所にあわせて自由に変更

分類ボタンをクリックすると分類表示になります。

表示させたい分類をマウスでダブルクリックすると、 その分類に登録されている商品が表示されます。

ガイドの列数が 5 列まで増やせる表示です。 ＋－ボタン

をクリックすると列数の増減ができます。一度に多くのデー

タを見たい時に便利です。

「検索」 を使って特定の材料を絞り込むことができます。

検索は品番の先頭の文字や、 品番の

中に含まれる文字を指定できます。

検索で探し出された材料

だけが表示されます。

検索は、 品番や品名 ・ 材料単価で行うことが出来ます。

検索時には、 複数の条件を入力し、 一致する材料を表示できます。

品名に使用されている文字を指

定して、 あいまい検索可能。

材料ガイドの表示方法を変更できます。
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見積明細の多階層化が可能

何階層もの工事項目 （工種等） に分けた明細の作成ができます。

１階層の見積

○○邸エアコン取付工事

　　　明　　　細

２階層の見積

３階層の見積

1. 電気設備工事一式

2. 給排水工事一式

1. 電力引込工事

明　　　細

明　　　細

2. 電灯ｺﾝｾﾝﾄ工事

明　　　細

明　　　細

5. 流し ・ フロ

6. トイレ ・ 他

3. 電灯ｺﾝｾﾝﾄ工事

明　　　細

4. 電力引込工事

明　　　細

5. 流し ・ フロ

明　　　細

6. トイレ ・ 他

明　　　細

【３階層の例】

画面上でも階層状態が一目でわかります。

○○邸新築工事

1. 電力引込工事

2. 電灯ｺﾝｾﾝﾄ工事

○○邸新築工事

1. 電気設備工事

3. 電灯ｺﾝｾﾝﾄ工事

4. 電力引込工事

2. 給排水工事

【２階層の例】
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見積作成画面

材料コードや品番を入れるだけの簡単入力！
未登録の材料 ・ 経費もその場で直接入力可能

常に見積合計金額 ・
原価合計金額が表示

☆明細だけの見積作成は ・ ・ ・

☆多階層 （工事項目付） の見積作成は ・ ・ ・

コードガイドの工事項目マスタから工事名称を呼び出す
工事名を表示

工事名称の入力の
　　次は明細入力

編集中の工事項目は
フォルダが開いた状態になります！

複数の見積書を同時に編集！　見積書の丸ごと複写や、 明細の移動 ・ 複写も簡単！

◇ 見積書複製機能 ◇

「見積書を複製」 をクリックするだけで、
編集中の見積書と丸ごと同じ見積
（表紙や明細全て） を作成出来ます。

◇自由に移動 ・ 複写◇

見積の明細を自由に移動 ・ 複写できます。

大幅な修正前のバックアップや、 雛形を呼び出して
の複製→編集などに便利です。

工事項目別に作った明細も複写したい工事項目を
選ぶだけで中の明細も全て複写します。

簡単複製

簡単複写
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豊富な便利機能 労務費 ・ 付属品 ・ 消耗品 ・ 諸経費の算出に便利な計算ボタンが
画面上にたくさん用意されています。

そのものズバリ！労務費を算出するためのボタンです。 入力された明細の工数 （歩掛の

集計） を計算し、 件名ごとに設定された労務単価を掛けて労務費を算出します。 集計され

た工数や設定されている労務単価もその場で変更し、 特定の材料だけの労務費を計算す

ることができます。 又、 労務費は明細の範囲を指定して、 特定の材料だけの労務費を計

算することもできます。

「見積合計金額×何％」 という様な金額を算出する

時に使用します。 材料費 ・ 労務費 ・ 諸経費の合計

や、 それぞれの原価の合計に対して計算することも

可能です。

「支給品」 などの材料がある場合などに、単価欄・金額欄に文字を入力することができます。

また、 労務費をもとめる際は、 この明細の歩掛も計算対象になります。

明細の範囲を指定し、 その合計金額 （又は原価の合計） に対して掛率を入力し、 金額を

算出します。 例えば、 入力した明細の２行目から１０行目までの材料の合計金額の２５％を

「同上付属品」 として計上する時などに便利です。 又、 指定した範囲の数量や歩掛の合計

に対して、 直接数値を掛けて金額を計算することができます。

◇労務費計算

◇範囲計算

◇便利機能

見積書の合計金額や工事項目の合計金額を希望の金額に設定し、 その金額に合わせて、

見積明細中の材料単価を一律に変更します。 変更される単価は材料だけで、 経費の単価

は変更されません。

設定金額を入力します。

変更前の見積書はそのまま残し

ておいて変更後の新たな見積書

として作成可能。

材料の金額が変更され、 経費の単価は変更されません。

変更を確定する前に変更後の明細をプレ

ビューで確認できます！
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便利なその他編集機能

【ソート機能】
明細を材料コード順に並び替えできます。
図面を見ながら順番を無視して入力された明細を並び替えできます。 同じ材料が２行以上ある時は１行にまとめる
（数量は加算される） ことも可能！並び替え範囲を指定できます。

【数量０の明細を削除】
入力された見積明細の中から、 数量が０の行または単価が０の行を一括して削除ができます。
工事項目別の階層になった見積でも、 その階層の内訳明細も一括して削除できます。
数量が入っていない雛形の見積書を作っておいて、 その明細に必要な材料の数量だけ入れて不要な明細を一括で
削除することができます。

【一括変換機能】
掛率による一括変更ができます。
入力された明細の単価 ・ 原価 ・ 数量 ・ 歩掛を範囲で設定した率で１度に変更します。

【雑材率】
材料の種類ごと率を設定し、 その率で入力された明細の雑材額を算出します。 品種ごとに率は２種類設定できるの
で、 それぞれの率を使った２パターンの金額を算出することができます。

【複合単価機能】
明細入力中に複合単価に切り替えできます。
明細入力中に複合単価と材料単価を切り替えて入力できます。 入力後も範囲を指定して材料単価を複合単価に変
更したり、 複合単価を材料単価に戻すこともできます。
複合単価は材料の種類 （品種） ごとに計算式で設定できます。

【計算式機能】
特定の品番に計算式が設定できます。
例えば、 「指定した材料 （品種と品番を範囲で指定） の２５％」
「材料の合計の５％」
「経費の合計の１５％」
「指定した材料の数量の合計に単価を掛ける （塗装費等）」
「材料の歩掛の合計に労務単価を掛ける （労務費）」 などの計算式を特定の品番に指定しておいて、 その品番を入
力した時に自動で金額を計算します。

【項目明細の印刷指定】

工事項目別の見積書で、 特定の工事項目の内訳明細まで見積書に添付する必要がないとき、 画面上で内訳明細
を印字しない工事項目が指定できます。

【数量計算機能】
明細の数量入力時に、 すでに記入されている材料の数量を範囲指定で集計できます。
たとえば塗装費計算で、 使用した管のメータの合計に 1 ｍ辺りの塗装単価をかけて計算させる時など、 すでに入力
されいてる管の明細を指定して、 数量の合計を計算できます。

【品名の文字の置き換え機能】
すでに入力された明細の品名文字 （文字の一部も可） を任意の文字に置き換え可能。

【「％」 計算機能】
明細の単位に 「％」 を指定することで、 金額＝数量 × 単価 ÷ １００　のパーセントで計算します。
たとえば、 下記のように労務費の１５．５９１％を法定福利費として計算させる等
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印刷

登録された印刷パターンの中から、
必要なパターンを選択するだけ！

印刷前に
プレビューで確認出来ます。

レポートファイルは、 事前に自社にあわせて自由に設計出来ます！
一般向けや官公庁向けなど提出先に合わせたレポートファイルを準備しておけば、 とっても便利です！

便利な印刷オプション機能
○提出日付を印刷しないオプション

○同じ品名をグルーピングするオプション

○値引き等の 「－」 金額は赤字で印刷するオプション ( カラー印刷時 )

○フォントサイズ調整オプション

品名等に入力した文字数が多くて、 指定した書式の幅に収まりきらないときにその文字だけ縮小して幅に
収めるオプションです。

プレビーで確認したら文字が収まってない！
　　そんな時はオプションをチェックすると ・ ・ ・

フォントサイズを自動で縮小して収めます
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プレビュー後に枠をはみ出す明細行の文字列を通知
レポートファイルを指定して、 「プレビュー」 又は 「印刷」 を行った時に、 印字される明細行の中で文字が長くて枠線

に収まらない行が発見された時に下記のメッセージが表示されます。

印刷で枠に入りきらない明細の編集画面を表示

レポートを指定して 「プレビュー」 ( 「印刷」 ) 後に枠に入りきらない明細があった時、 上の画面を表示し画面上で

直接明細の修正を行うことができます。

明細の黄色い網掛部分が印刷範囲 ( 目安 ) です、 プリンターの印刷解像度と画面の解像度が大幅に違うため、

画面上は網掛内に納めても実際に印刷すると若干入りきらない可能性もあります。

上記編集画面を表示して編集モードに入った時点で後ろに見積明細画面を表示し、 明細行のどの位置に在るかも

わかります。

修正したい品名等を選択し 「明細画面を表示」 ボタンを押すことで、 後ろの明細画面も切り替わります。

修正できる明細項目

　品名欄 ( 品名 2 ・ 品名 3 がレイアウトされている時はそれらも表示します ) 明細備考 ・ 明細備考 2 ・ 品番

印刷可能範囲← →

↑画面上で修正可能↑
どうしても入りきらないときは↑

備考欄に記入 !!

行を指定し 「明細画面を表示」 ボタンを押すと、 後ろにその行の見積明細画面も表示できます
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請求書機能

入金金額は、 表紙に直接入力する事も、

明細に記入する事も可能です。

前月請求額 ・ 当月入金額 ・ 繰越等の請求項目は、

見積書の印刷レイアウトに追加して印刷可能。

見積明細に日付入力欄を追加し、 明細毎に入力が可能です。

当月請求金額を前月請求金額に移行し、 中の明細をクリアした請求書を新規作成出来ます。

明細に日付の入力が可能

請求金額の翌月繰越機能

元の請求書の 「当月請求額」 が、 繰り越された新たな請

求書の 「前月請求額」 に移行し、明細・入金がクリアされ、

「当月売上額」 も０円になります。

繰越処理で、 新たに作成された請求書は、
表紙の入力項目はそのまま残って、 中の
明細のみクリアされます。

明細が、 工事項目別に入力されていた場合、
その工事項目行だけ残して、 明細のみクリアす
る事も可能です。

繰越処理は、 画面上に呼び出された見積書１件のみ行ないます。 （複数同時に行なう事は出来ません）

繰越前 繰越後

前月請求金額 ・ 入金金額等の請求入力項目の追加

旧の請求書

請求金額が繰り越された新しい請求書
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保存された件名の一覧表示が可能！！
ファイル名の他に、 見積Ｎｏ . ・ 工事名 ・ 提出日付等を一覧で表示。 それぞれの項目でソートを行ったり、 日付や提出

先を指定して表示件名を絞り込むことができます。

「工事名検索」 や 「提出先名検索」 で、 入力した工事名 ・ 提出先に該当する件名だけを表示させることができます。

表示内容を SCV ファイルにも出力できるので、 マイクロソフトエクセル等でリストを読み込むこともできます。

表示設定で、 一覧表示する件名を絞り込むことができます。

件名一覧表 ・ 請求一覧表印刷

印刷では、 見積金額や請求金額なども出力できます。

例えば、 表示設定を使用することで 「１ヶ月間に提出した見積書の中から、 受注できた件名と合計金額を印刷する」

や 「請求書区分の中で、 日付範囲や提出先などを指定し印刷する」 などの絞込みを指定することにより、 件名一

覧表や請求一覧表を印刷することが可能です。

印刷のレイアウトは自社に合わせて自由に作成できます。

検索後
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材料集計画面

発注書の印刷が可能！！

明細入力画面で発注先を入力しておくと、 材料集計画面で発注先ごとに発注書を印刷できます。

発注書はレポートエディタで自由に設計できます。
材料集計表で発注先を選ぶと、 選ばれた

発注先の明細が画面に表示されます

材料集計画面から材料単価を変更する事で、 明

細に複数使用されている同じ材料の単価を同時に

変更可能です。 例えば、 複数の工事項目の明細

に同じ材料が使われているときなど、 その材料の

単価を修正したい時には便利です。

見積書の明細を材料別に集計します。 品種ごとの小計もとる事ができます！

【明細集計】

【品種集計】

グラフ表示も可能！

集計画面で材料の単価修正が可能！
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見積書をはじめ、 原価明細書 ・ 材料集計表の資料の印刷も、

　　  　　　　　　　　　　　　　　　　                    すべてフリーレイアウト！自社にあわせて自由に設計できます。

帳票設計に便利な 「レポートエディタ」 を用意！

見積書設計例 １Ｐ ２Ｐ

３Ｐ

原価明細表設計例

見積書をはじめ、

原価明細表 ・ 材料集計表 ・ 発注書件

名一覧表 ・ 品名マスター一覧表の資料

関係も、 自社に合わせて製作できます。

明細作成に便利な 「明細グリッド」 機能搭載！

印刷したい明細の項目を選択するだけで、 簡単に表

の作成が出来ます。
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見積書をエクセルのファイルに直接出力可能

Ｂ５縦 ・ 横、 Ａ４縦 ・ 横、 表紙別など、 ８パターンの見積書フォーマット （出力パターンは固定） でエクセルファイル

に出力できます。
出力パターン

○罫線を付ける／付けない

○改ページをする／しない

○工事項目をエクセルのシートごとに

　　　　「わける／わけない」 の指定が可能

・ Ａ４横備考つき （品名及び仕様別）

・ Ａ４横備考つき

・ Ａ４縦備考つき

・ Ａ４縦備考なし

・ Ｂ５縦備考なし

・ Ｂ５横備考つき

・ Ｂ５横備考つき （表紙別）

・ Ｂ５横備考つき （品名及び仕様別）

○セル幅やフォントサイズなどの出力レイアウトは固定となっていて、 出力時に変更はできません。

○改ページをおこなった時の１ページの行数は、 それぞれのパターンで固定となっていて変更できません。

○社名は、 「自社名マスター」 を使用します。

○マイクロソフト社のエクセルがインストールされている必要があります。

※　注意

出力例

・ Ｂ５縦備考なし ・ Ｂ５横備考つき （表紙別）
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品名マスターのエクセルファイルダイレクト入出力機能

品名マスター(見積エースの明細入力で使用する材料・経費の登録内容)をマイクロソフトエクセルへ

ダイレクトに転送し、エクセル上で編集可能

編集したエクセルファイルをダイレクトに見積エースの品名マスターに転送できます

「Excell出力」ボタンで、現在選択中(品名編集画面に表示されているもの)をエクセルファイルに出力します

品名マスタのエクセルファイル出力が可能
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分類登録とは、

品名マスターの１０００番台(1001-1999)

にどのような材料が入っているか、２００

０番台(2001-2999)にはどのような材料

が登録されているのかを記載した、品名

マスターの目次のような内容です

エクセルで編集中に、

品名等、見積エースの仕様より長く入力された名

称等のセルは、色分けされて表示されます

出力された明細の最終列には品名の長さ(バイト数)も表示するので、エクセルのフィルタ

ー機能を使えば品名が長すぎる行だけ表示させることも可能です

編集したエクセルファイルを保存し、見積エースの「品名編集」画面からそのエクセルファイルを

指定して直接読み込めます

プレビューボタンで取り込みチェックを行います

取り込み時に不適切な明細(取り込めないエクセルの行)は画面に表示されます

取り込む前の品名マスターの内容は、自動でバックアップが取られます

出力した品名マスタのエクセルファイルを品名マスタに取り込みが可能

エクセルの編集中に、

品名等、 見積エースの仕様より長く入力された名

称等のセルは色付きで表示されます。
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材料 ・ 経費の明細をあらかじめ登録しておく　「品名マスター」

☆最大９０分類 （分類方法は自由。 例えば、 材料の種類別に分類したり工事の工種別に分類したり、 ユーザーにあわせ
て変更できます。）
☆１分類に９９９材料を登録できます。
☆１マスターあたり９０分類×９９９材料登録できて、 さらに複数のマスターを切り替えながら使用可能。
☆画面の品名バックアップボタンで、 現在の内容を保存しておけます。

画面は、 表入力形式で追加 ・ 修正でき、 単価の変更も簡単に行えます。

複数の品名マスター使用可能

○範囲を指定し、 単価 ・ 原価を一律変更したり、 複写 ・ 移動 ・ 文字の置き換え等、 多彩な編集機能を搭載

材料毎に画像の登録が可能。

カタログをスキャンした画像データや、メーカー

の Wed ページよりダウンロードした画像デー

タファイルを品名マスターに登録できます。

表示 ・ 編集する分類を選択可能
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【建設物価データベース】 ・ 【積算資料単価データベース】 の取込み

下記 2 種類のデータベースを品名マスターに取り込む専用画面を搭載！

■　一般財団法人建設物価調査会提供 ： 「建設物価データベース」

■　一般財団法人経済調査会提供 ： 「積算資料単価データベース」

入力が対応しているデータファイルの種類は、「単価データファイル」 （「土木資材編」 「建設資材編」 「電気設備編」

「機械設備編」） のみです。

「建設物価データ入力」 では、「品名テキストファイル入力」

と違い、 すでに品名マスターに建設物価データが登録して

ある場合は、 単価のみ更新します。

登録が無い品目は、 「建設物価コード→分類コード」 の変

換テーブルを元に、 自動的に品名マスターに追加します。

単価の更新は、 品名マスターの品番の欄に記入されてい

る番号と、 建設物価の品目コードが一致した品名単価の

み行います。

建設物価コードの変換テーブルは、 各マスターごとに設定できます。

サンプルとして、 電気設備と機械設備用の２種類の品名マスターが付属します。 サンプルには、 変換テーブル

と品名マスターの分類が設定されています。 建設物価データベースは含まれていません。

○建設物価データベース

○積算資料単価ベース

入力が対応しているデータファイルは、 「電気設備編」 ・ 「機械設備編」 の２種類。

「積算資料単価データ入力」 では、 「品名テキストファイ

ル入力」 と違い、 すでに品名マスターに積算資料データ

が登録してある場合は、 単価のみ更新します。

登録が無い品目は、 「積算資料コード→分類コード」 の

変換テーブルを元に、 自動的に品名マスターに追加しま

す。

単価の更新は、 品名マスターの 「外部コード２」 の欄に

記入されている番号と、 積算資料データの品目コードが

一致した品名単価のみ行います。

これによって、 自社で品名を修正したり、 歩掛りを追加し

た品名マスターの、 名称 ・ 歩掛りはそのままに単価のみ

を最新に更新することが出来ます。

積算資料データベースの詳しい内容につきましては、 一般財団法人経済調査会のウェブサイト

http://www.kensetsu-piaza.com

「けんせつ PLAZA」 をご参照ください。

積算資料データベースのコード変換テーブルは、 各マスターごとに設定できます。

サンプルとして、 電気設備と機械設備用の２種類の品名マスターが付属します。

                                                   （変換テーブルと品名マスターの分類が設定されています。）



見積エース Ver. ９ 特徴及び仕様

19

■ 明細行の範囲を指定した移動 ・ 複写 ・ 削除 ・ 単価 ・ 原価 ・ 数量の一括変更、

　 明細の並び替え、 編集機能

■ 別の工事項目や他の見積書への明細の複写

■ 一括処理後のアンドゥ機能

■ 入力する項目や順番を自由設定

■ 明細入力中の品名登録、 自動品名マスター登録可能

■ 数量や単価だけを縦に修正できる表形式入力可能

機能

表紙入力

仕　　　　　様

■ 見積 No. ： ２５文字
■ 日付 ： 年号２文字
■ 提出先 ： 漢字３２文字×２行 （住所 ・ ＴＥＬの設定 ・ 単価率の設定可能）
■ 敬称 ： 御中 ・ 様 ・ 殿 ・ その他に選択可能 （「その他」 を任意の文字に選択可能）
■ 担当者 ： 漢字１０文字以内 ( 担当者の TEL ・ メールアドレスの登録可能 )
■ 工事名 ： 漢字３２文字 （タイトル 「工事名」 を任意の文字に変更可能）
■ 工事場所 ： 漢字３２文字 （タイトル 「工事場所」 を任意の文字に変更可能）
■ 有効期限 ： 漢字３２文字 （タイトル 「有効期限」 を任意の文字に変更可能）
■ 備考 ： 漢字３２文字 （タイトル 「備考」 を任意の文字に変更可能）
■ 概要 ： 漢字３２文字 （タイトル 「概要」 を任意の文字に変更可能）
■ 支払条件 ： 漢字３２文字 （タイトル 「支払条件」 を任意の文字に変更可能）
■ 受注区分 ： 受注 ・ 失注 ・ 未定の区分、 請求書の場合は　請求前 ・ 請求済の区分
■ 労務単価 ： A ～ E の５種類
■ 消費税 ： 自動計算する ・ しない、 消費税込みの設定。 率 ・ 端数処理の設定可能
■ メモ欄 ： 漢字３２文字
■ 自社名 ： 印刷時の社名を選択可能
■ 売掛金額 ： 前月請求金額 ・ 当月入金金額の入力可能
■ 複数行メモ欄 ： 製作者が自由に書き込めるメモ画面 （２画面） を搭載

明細入力
画
面

■ 項目は最大９９９項目

■ 見積合計金額は最大９９９億まで

■ コード （品名コード番号） ： ５桁以内

■ 品種 ： ０～９９９９ （材料 ・ 経費の分類）

■ 品番 ： 半角６４文字文字

■ 名称 （品名又は工事項目名） ： 漢字４０文字

■ 数量 （見積数及び原価数） ： 最大６桁 （小数点以下最大３桁）

■ 単位 ： 漢字２文字

■ 単価 ・ 原価 ・ 項目計 ・ 小計 ： 最大１０桁 （少数点以下最大１桁） ９９億

■ 歩掛 ： ０～９９９. ９９９９

■ 備考１ ： 漢字１５文字

■ 備考２ ： 半角３０文字

■ 発注先 ： コード４桁、 商品の発注先を明細単位に指定可能

■ 雑材率 ： ０～９９９ （％）

■ 補給率 ： ９９. ９９

■ 単価 ・ 金額欄に文字入力可能 （漢字６文字以内）

■ 小計行 ： 小計金額を算出する行の範囲で設定

■ ＵＲＬ ： 半角１２８文字

■  画像 ： 画像ファイルを登録可能

■ 明細日付 ： 半角数字 [/ ｽﾗｯｼｭ要 ： 年号 / 月 / 日 ]　＊年号は西暦入力固及び入力省略可

入
力
項
目

編
集
機
能

■ 明細範囲を指定し、 単価 ・ 原価 ・ 数量 ・ の掛率による一括変更

■ 指定した明細範囲の合計金額 （又は数量の計） に対して掛率による金額算出 （付属品 ・

　 雑材計算等）

■ 合計金額を設定した単価 ・ 原価の一括変更

■ 変更前と後の単価を比較する試算画面を表示可能

■数量や単価、 原価の電卓計算機能

計
算
機
能
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■ 品種コード ： ４桁 （材料の分類）

■ 品番 ： ６４文字

■ 単位 ： 漢字２文字

■ 単価 ： １種類 ・ 原価１種類 ・ 定価 1 種類 ： ８桁 + 少数点以下１桁

■ 歩掛 ： ５種類 ： 最大９９９. ９９９

■ 雑材率 ： ０～９９９ （％ )

■ ＵＲＬ ： １２８文字

■ 画像 ： 画像ファイルを登録可能

登
録
項
目

編
集
機
能

■ ブロック単位に移動 ・ 複写 ・ 削除 ・ 挿入 ・ 印刷可能

■ 単価 ・ 原価の掛率による一括変更可能

■ 編集中の品名マスターから、 別の品名マスターへの複写可能

■ セット呼び出し用品番の設定可能 （１つの品番 ( 親品番 ) に最大１０個の品番 ( 子品番 )

　を設定し、 明細入力画面で親品番を呼び出すと指定された品番が呼びだされる）

■ 品名 ・ 品番 ・ 単位内の文字を置き換え

■ 編集中の品名マスターのバックアップボタン搭載

■ 品種マスターとテキスト型式ファイルに入出力できます。

■ 建設物価データベース （単価データファイル）、 積算資料単価データベースを品名マスター

　に変換できます。

■ 見積エース Windows 版旧バージョン及び、 見積エース DOS/V 版で作成された品名ファイ

　ルを見積エースＶｅｒ . ９用に一括変換できます。

コ
ン
バ
ー
ト

品
種

■ 複合単価式の設定可能

■ 付属品 ・ 消耗品の率を設定可能

■ 品種は１品名ごと又はマスターの１から９０の分類ごとに設定可能

印刷 ・ 設計 ■ レイアウトは自由設計

■ １ページ目と２ページ目以降の別設計可能 ( 工事項目別に設定可能なレイアウトを

　５パターンまで設計可能 )

■ 絵 （ビットマップ、 JPG ファイル） が貼り付け可能

■ 罫線が自由に引ける

■ 品名欄に入力した文字を２つに分けてレイアウトができます （品名１と品名２に分ける時）

■ 豊富なサンプル印刷フォームを用意

■ 明細の罫線と中に印刷する項目を同時に配置できる 「明細グリッド」 搭載

件名管理 ■ 保存された件名の一覧表示 ・ 印刷が可能 （フォルダ単位）

■ 表示 ・ 印刷は受注区分 ・ 見積区分 ・ 提出日付 ・ 提出先 ・ 担当者 ・ 自社名 ・ ファイルの

　種類等で絞込みできます

■ 指定したフォルダ下のサブフォルダ内の見積書も同時に表示が可能

■ 一覧表の印刷フォームをレポートエディタで自由設計可能

■ 件名の名称によるあいまい検索可能

資料他 原
価
明
細
表

材
料
集
計
表

発
注
書

■ 原価や歩掛り等の印刷項目の設定可能

■自社に合わせた明細表の印刷が可能

■ 明細に入力された商品を品種ごとに集計し、 画面表示します。

■ 集計結果を円グラフで表示可能

■ 印刷項目の設定可能 （自社に合わせた明細表の印刷が可能）

■ 明細１行ごとに発注先の指定が可能

■ 材料集計時に発注先を指定し、 発注明細の表示 ・ 印刷が可能

■ 印刷する発注書は、 レポートエディタで自由設計

■ 発注明細をテキスト出力やメール送信可能

■ １品名マスター内を９０に分類、 １分類に９９９の商品登録可能

■ 品名マスターを最大２０００マスター同時運用可能

■ 同一商品を重複登録可能 （提出先別マスター等）

品名編集 品
名
構
成

■ 品名コード ： ５桁

■ 品名 ： 漢字４０文字

■補給率 ： ９９．９９

■数量 ： 最大６桁

■外部コード ： 半角 32 文字

■修正日の表示
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そ
の
他

■ 工事項目名称 ・ 提出先 ・ 担当者 ・ 備考 ・ 単価 ・ 計算式 ・ 複合単価式 ・ 条件名 ・

 　明細印刷ヘッダ ・ 発注先 ・ 建設物価単位 ・ 品種名称 ・ 印刷設定 ・ 自社名の登録可能

■ 見積明細画面、 品名登録画面、 表紙画面のフォントとサイズを指定可能

■ 材料ガイド、 コードガイドのフォント、 フォントサイズ、 フォント色、 背景色、 選択色

　を設定可能

■ 明細画面の入力項目と幅と画面に合わせて変更可能

■ 見積書を直接メール送信可能

■ 編集中の見積書の自動バックップ機能

　開発元 ： 有限会社アクセスソフトウェア

　　　　　　　　　　　　　　            サポートセンター

〒 921-8011　金沢市入江 3 丁目 132 番地　福村ビル 202

　　　　　　            TEL(076)291-9040　FAX(076)291-9098

　　　　　ホームページアドレス

　　　　　　　　http://www.access-soft.co.jp/

■ 見積書の表紙 ・ 明細の項目を指定して、 テキストファイルに出力可能

■ 材料集計表 ・ 発注書のテキスト出力可能

■ テキストファイルをダイレクトにメール送信可能

■ テキストファイルより見積明細に入力可能

■ 見積書を Microsoft Excel ファイルに直接出力可能

■ 印刷イメージをファイル出力可能、 出力したイメージファイルをプレビュー ・ 印刷可能 な

　ソフトウェアを提供

■ 見積書の保存時に、 印刷に使用したレポートファイル ( 印刷の設計ファイル） も同時に

　保存可能

■品名マスタのエクセルファイル出力 ・ 入力が可能

入
出
力

動作環境

対　 応　 機 　種 ： Microsoft Windows　１１　　日本語版が稼動する機種
                          インストール時にはＣＤドライブが必要です
　　　　　　　　　　　　プリンタードライバーがインストールされている必要があります。

メ 　　モ 　　リ ： 　4 Ｇ以上を推進

ハードディスク ： １ＧＢ以上の空き容量

ディスプレイ ： １０２４×７６８以上、 推奨１９２０× １０８０

付属の品名マスター

電気工事用　品名ディスク　電気設備工事　積算基準実務マニュアル２０２５年 ( 令和７年 )

　　　　　　全日出版社

２０２６年　３月現在

●画面 ・ 印刷見本は開発中のものです、 実際のものとは異なる場合があります。
● Windows は米国 Microsoft 社の登録商標です。
●製品の内容 ・ 価格は予告なく変更する場合があります、 ご了承ください。


